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ごあいさつ 

このたびは、弊社のＵＰＳ用オプションアクセサリ（HyperPro シリーズ、HSシリーズ用拡張ボード） 

をお求めいただき、まことにありがとうございます。 

本製品を安全にお使いいただくために、ご使用前にこの「取扱説明書」を最後までよくお読みください。特に、

設置方法や取扱いを誤ると、火災やケガなどの原因になることがありたいへん危険です。安全上の注意事項は必

ずお守りのうえ、正しくご使用ください。 

また、お読みになったあとは、いつでもご覧になれる場所に大切に保管してください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ご注意 
 ① 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 
 ② 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 
 ③ 株式会社ユタカ電機製作所の許可なく複製・改変などをおこなうことはできません。 
 ④ 本書の内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気 
   づきの点がございましたら、お買い求めの販売店または弊社営業にご連絡ください。 
 ⑤ 運用した結果の影響については④項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
 
 
商標について 
 記載の会社名及び商品名は各社の商標または登録商標です。 
 サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、 
 個人名とは一切関係ありません。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜海外でのご使用について＞ 
この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けていません。

従って、この装置を輸出した場合に該当国での輸入通関および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が

発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 

  

 
 



安全に関する注意 

 

安全にかかわる表示について 

   本製品を安全に正しくお使いいただくためにこの取扱説明書の指示に従って操作してください。 

  この取扱説明書には本装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、どのようにすれば危険 

  を避けられるかなどについて説明されています。 

 

  取扱説明書では、危険の程度を表す言葉として「危険」、「警告」、「注意」という用語を使用しています。 

  それぞれの用語は次のような意味をもつものとして定義されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
   危険 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が 
                         切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

 
 
 
              警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性 
                         が想定される場合、ならびに軽傷または物的損害が発生する頻度が高い内容を示し 

                         ています。 
 
 
              注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が重傷を負う可能性は少ないが、
                  軽傷を負う危険が想定される内容、ならびに物的損害の発生が想定される内容を示 

                  しています。 

 
 
   上に述べる重傷は、失明、けが、やけど、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るもの、ならびに治療の 
   ために入院や長期通院を要するものをいいます。 

   軽傷とは、重傷に該当しないけが、やけど、感電などをいいます。 

   物的損害とは、家屋・家財などに関わる拡大損害をいいます。 
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  危険に対する注意、表示は次の三種類の記号を使ってあらわしています、それぞれの記号は次のような意味を持 

 つものとして定義されています。 

 

 

注意の喚起 

この記号は指示を守らないと危険が発生するおそれが

あることを示します。記号の中の絵表示は危険の内容を

の図案化したものです。 

（例） 

 

 

 

（感電注意） 

 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵

表示はしてはならない行為の内容を図案化したもので

す。 

（例） 

 

 

 

 

（火気厳禁） 

● 行為の強制 
この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示

は、しなければならない行為の内容を図案化したもので

す。危険を避けるためにはこの行為が必要です。 

（例） 

 

 

 

 

（プラグを抜け） 

 

   

 

また、次のような記号を使って本製品の取り扱いに関する危険や注意を示しています。 

 

 

誤った取り扱いによって、 

発煙や発火の可能性があ 

ることを示しています。  

安全のために、風呂場、シ 

ャワーなど水場の使用を 

禁止することを示してい 

ます。 

 

誤った取り扱いによって、 

感電する可能性があるこ 

とを示しています。  

安全のために、その行為を 

強制することを示してい 

ます。 

 

安全のために、本装置の分 

解を禁止することを示し 

ています。  

安全のために、電源コード 

のプラグを必ず抜くよう 

に指示するものです。 

 

安全のために、火気の使用 

を禁止することを示して 

います。  

安全のために、接地（アー 

ス）線を必ず接続するよう 

指示するものです。 

 

誤った取り扱いによって 

回転物によるけがを負う 

おそれがあることを示し 

ています。 
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安全上のご注意 

  本製品を安全に使用していただくために、ここで説明する注意事項を必ずお読みください。注意事項を無視した 

  取り扱いを行うと、装置が故障するばかりでなく、死亡・けが・やけど・感電などの人体事故、火災・周囲の機 

  器の損傷を引き起こす原因となることがあります。 

 

 無停電電源装置（ＵＰＳ）の使用目的と制限 

  以下のような用途などでご使用になる場合はご相談ください。 

・ 人体／生命に重大な影響を及ぼすような医療機器の制御 

・ きわめて高度な信頼性を要求される原子力／航空宇宙機器などの制御 

・ 工作機械の制御 

・ 交通機関（電車や自動車など）の制御や管制 

   

 潜在リスクについて 

  本装置の潜在リスクについて                                     

潜在リスクとは、ここではこの製品の性格上考えられる人体／生命への影響のことをいいます。 

本製品には次のようなリスクが考えられます。 

  ・感電事故 

  ・短絡（ショート）事故や、発熱による火災 

 

  装置から放射される電磁波の影響                                   

本製品に限らず、情報処理装置と呼ばれるものはその動作原理により装置から電磁波を放射します。現在 

の技術では、装置から放射される電磁波を完全にシャットアウトすることはできません。 

特に電波によるリモートコントロールを行っている機械の近くで本装置を使用した場合、機器の誤動作の 

原因となります。 

このような機器のそばで本製品をお使いになる場合は、UPS本体装置を含めて、電磁シールドなどの対策 

を講ずる必要があります。 

  

  使用上、取扱上の注意事項 

取扱説明書（本書）をよくお読みになり、誤った使用をしないようにしてください。 

また、「危ない」と感じたときはUPS本体装置を停止し、入力ケーブルをコンセントから抜いてください。 

 

  本製品の譲渡または売却時の注意について 

本製品を第三者に譲渡または売却する場合は、本装置に添付されている全てのものを譲渡（売却）してくださ

い。また、本書を紛失された場合は、販売店または弊社営業にご連絡ください。 

 

  本製品の保証について 

本製品には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記

載内容をご確認の上、大切に保管してください。保証期間内に万一故障した場合、保証書記載内容にもとづい

て修理いたします。保障期間後の修理については、販売店または弊社営業にご相談ください。 
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安全上の重要な注意事項 

 

                      危険 

・引火性のあるガスや発火性のある物質がある場所で使用しないでください。火花が発生した 
 場合にこれらの物質に引火し、爆発する危険があります。 

 

 

                      警告 
 
・常に本取扱説明書に記載されている各種注意事項及び使用範囲を守ってご使用ください。 
 本取扱説明書に記載されていない操作・取扱方法、仕様変更した交換部品の使用や改造、 
 記載内容に従わない使用や動作などを行わないでください。機械の故障、人身災害の原因 
 になることがあります。 

 

 
・保守員以外は、本製品の分解、修理・改造などをしないでください。分解・修理・改造など 
を行なうと正常に動作しなくなるばかりでなく、感電・火災の原因となることがあります。 
  
 

 

・公共的、社会的に重大な影響を及ぼす可能性の機器や、医療機器など、人命及び人身の損 
 害に影響を及ぼす可能性がある用途には使用しないでください。 

 

・本製品の使用中に異音、異臭の発生や異常が生じたときは、直ちに使用を中止し、販売店 
または弊社営業までご連絡ください。 

 

 
・異物が入ったり、水などがかかったときは、直ちに使用を中止し、販売店または弊社営業 
までご連絡ください。 

 

 

 

                      注意 

・本製品は日本国内用であり、輸出はできません。 

 

・ＵＰＳ本体装置のメンテナンスをおこなう際や、オプションアクセサリを取り付ける際は 
必ず、ＵＰＳ本体装置を停止し、入力ケーブルをコンセントから抜いてください。 

 

・本製品に対応している以外の製品でのは使用しないでください。 

 また、弊社が指定していない製品、インタフェースケーブル等を使用したために発生した故障 

 事故については、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

・本製品は温度０～４０℃、湿度１０～８０％（ただし結露のないこと）の範囲内の場所に 

設置してください。 

 

・本製品は雷に対する対策を行っておりません。落雷が想定される場所への設置は行わないでく

ださい。また、やむを得ず設置する場合は、避雷対策を十分に行ってください。 

 

・通信ケーブルは通路など足の引っかかる場所には置かないでください。本製品及び周辺機器な

どを破損したり、通信異常を起こす可能性があります。 

 

 

・落としたり堅いものにぶつけるなどして強い衝撃を与えないでください。 
 

 
iv



安全上の重要な注意事項 

 

                        注意 

 

・次のような場所では使用しないでください。破損や故障などの原因になります。 

  直射日光の当たる場所 

  高温、多湿の場所 

  振動、ほこりの多い場所 

  強い電界、磁界の中 

  水、コーヒー、ジュースなどの飲料や油などがかかる恐れのある場所 

 高熱を発する部品の近辺 

 

・無人で使用する場合は、正常な設置状態にあるか時々点検してください。 

 

・保管の際は保存環境（温度-10～60℃、湿度１０～8０％：ただし結露のないこと）に注意し

て、本書と一緒に保管してください。 

 

・本製品の電子部品、コネクタ等に直接ふれないでください。 

静電気により故障の原因となることがあります。また、思いがけない感電やケガのおそれがあ

ります。 

本製品の設置時や設定時などで本製品に触れる場合は、導電性マットを使用したり、身近な金

属（アルミサッシやドアノブなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除く等静電気対策を行

なってください。 

 

・本製品は水などで濡らさないで下さい。感電・火災の原因となります。 
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このページは白紙ページです。 
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１. 概要 
無停電電源装置（UPS）の拡張スロットに挿入し、USBドライバをパソコンにインストールすることで、
監視ソフトと UPSを USB(USB1.1)通信することができます。但し、停電処理および状態監視、ｵﾍﾟﾚｰｼｮ
ﾝｽｲｯﾁからのシャットダウン動作は可能ですが、スケジュール運転動作はできません。 
またUSBケーブルを動作中に抜いてしまうと、監視ソフトがハングアップする恐れがありますの、ご注意くだ
さい。その場合OSを再起動してください。 
 
 ＜システム構成例＞ 
 
 

Ethernet

監視ソフト

HUB
Ethernet

監視ソフト

HUB

USB ドライバ

インストール 

 
USB ｹｰﾌﾞﾙ

USBボード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜対応OS＞ 

Windows98/Me/2000/XP，MacOS 8.6/9.x， RedHatLinux8.0以降 
 
 

2.設置について 

設置は快適な場所をお選びください。とくに以下のような場所は、お避けください。 

●直射日光の当たる場所 

●高温・多湿の所 

●強い振動や衝撃のある所 

●塩分や腐食性ガスの発生する所 

●傾いている（水平でない）所 

●無線機の近く（無線機にノイズが混入する場合があります。） 

●埃の多い場所 

●狭い場所 

また、加湿器をご使用の場合は超音波式加湿器以外の加湿器をご使用ください。 
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3. セッティング 

（１）梱包開封時 

① 梱包箱の確認 

梱包箱に損傷がないか検査してください。万一、損傷があった場合は直ちにその旨を運搬者に申し出てくださ

い。 

 

② 梱包内容の確認 

装置を設置する前に以下のものが揃っているかを確認してください。万一不足しているものがある場合は、 

販売店へご連絡ください。 

 

名称 数量 

USBボード本体 

  

１ 

USBケーブル 

 

１ 

CD-ROM（ドライバソフト） 

 

１ 

取扱説明書（本書） 

 

１ 

保証書 

 

１ 

 

（２）UPSとの接続 

① 本ボードを接続するUPSに接続されている負荷を全て停止してください。 

 

② ボードを接続するUPSを停止し、入力ケーブルを抜いてUPSを完全に停止させてください。 

※UPSの停止オペレーションは各UPSの取扱説明書に記載されている手順に従って行ってください。 

 

③ UPS のSLOTカバーをはずして、オプションアクセサリ用拡張SLOTに本ボードを挿入してください。

その際、挿入する方向、向きに注意して、慎重に挿入してください。本ボードを挿入後は SLOT カバーを

付属の固定用ネジでしっかりと固定してください。 

 

④UPSを起動し、コンピュータを起動してください。完全にOSが起動した後に、本ボードとコンピュータを

付属のUSBケーブルで接続してください。 
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（３）ドライバのインストール 

UPS 監視ソフトのインストールおよびUPS とのUSB 接続をする前に、各OSごとに以下

の手順に従ってCD-ROM内のドライバをインストールしてください。 
 

（３－１）Windows98・Meの場合 

 

1.OS が完全に起動した後、コンピュータに付属のUSB ケーブルを接続すると以下の画面が表示され

ますので、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

2. [特定の場所にある・・・・]を選択し、 [次へ]ボタンをクリックします。 
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3. [ユニバーサルシリアルバスコントローラ]を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

４.[ディスク使用]ボタンをクリックします。 
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５. 付属のCD-ROMのwindowsフォルダ内のPL-2303_w98_w2kdrvフォルダのserwpl.infを

選択し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

６. [OK]ボタンをクリックします。 

 

７. [次へ]ボタンをクリックします。 
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８. [次へ]ボタンをクリックします。以上でドライバインストールは完了です。 

 

 

９. [スタート] → [設定] → [コントロールパネル]を順にクリックし、[システム]アイコンをダブルク

リックします。[デバイスマネージャ]タブをクリックし、[ポート(COM/LPT)]をダブルクリックす

ると[USB to Serial Port(ｘｘｘｘ)]の項目が表示されます。ｘｘｘｘの部分が追加された仮想シリ

アルポートとなります。この例では COM5 となり、UPS 監視ソフトの接続ポート設定を COM5

としてください。 
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（３－２）Windows2000の場合 

 

1. administratorでログインした後、コンピュータに付属のUSBケーブルを接続すると以下の画面
が表示されますので、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

2.[このデバイスの既知のドライバ・・・・]を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

8 



３.[その他デバイス]を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

４.  [ディスク使用]ボタンをクリックします。 
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５. [参照]ボタンをクリックします。 

 

 

６. 付属のCD-ROMのwindowsフォルダ内のPL-2303_w98_w2kdrvフォルダのserwpl.infを

選択し、[開く]ボタンをクリックします。 

 

 

7. [OK]ボタンをクリックします。 
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８. [次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

９. [次へ]ボタンをクリックします。 
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１０．[完了]ボタンをクリックします。以上でドライバインストールは完了です。 

 

 

１１．[スタート] → [設定] → [コントロールパネル]を順にクリックし、[システム]アイコンをダブル

クリックします。[ハードウエア]タブをクリックし、[デバイスマネージャ]ボタンをクリックしま

す。[ポート(COM/LPT)]をダブルクリックすると[USB to Serial Port(ｘｘｘｘ)]の項目が表示

されます。ｘｘｘｘの部分が追加された仮想シリアルポートとなります。この例ではCOM5とな

り、UPS監視ソフトの接続ポート設定をCOM5としてください。 
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１２． [ポート(COMとLPT)]をダブルクリックすると[Prolific USB-to-Serial Comm Port(ｘｘｘ

ｘ)]の項目が表示されます。ｘｘｘｘの部分が追加された仮想シリアルポートとなります。この例で

はCOM5となり、UPS監視ソフトの接続ポート設定をCOM5としてください。 
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（３－３）WindowsXPの場合 

 

1.管理者（インストール時のユーザ）でログインした後、コンピュータに付属のUSBケーブルを接続
すると以下の画面が表示されますので、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

2. [次の場所を含める]を選択し、[参照]ボタンをクリックします。 
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3. 付属のCD-ROMのwindowsXPフォルダを選択し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

4. [次へ]ボタンをクリックします。 
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5. [完了]ボタンをクリックします。以上でドライバインストールは完了です。 

 

 

 

６．[スタート] → [コントロールパネル]を順にクリックし、[プリンタとその他のハードウエア]をクリ

ックします。 
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7. [システム]をクリックします。 

 

 

8. 、[ハードウエア] タブを選択し、[デバイスマネージャ]ボタンをクリックします。 
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9． [ポート(COMとLPT)]をダブルクリックすると[Prolific USB-to-Serial Comm Port(ｘｘｘ

ｘ)]の項目が表示されます。ｘｘｘｘの部分が追加された仮想シリアルポートとなります。この例で

はCOM３となり、UPS監視ソフトの接続ポート設定をCOM３としてください。 
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（３－４）MacOS8.X-9.Xの場合 

1.CD-ROM の中の「MacOS9」フォルダにある「PL2303_MAC_V1.2_1102_02.sit」をダブル

クリックし、解凍してください。 

 

 

 

 

２. 圧縮を解凍しますと「PL2303」ファイルが作成されますので、これを「システム」→「機能拡張」

フォルダへコピーしてください。 
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３. ここで一度コンピュータを再起動（「特別」→「再起動」）してください。 

4.コンピュータが再起動しましたら、「Apple」→「コントロールパネル」→「モデム」メニューを選

択し、「モデム」の設定にて“経由先”を「USB」に変更してください。 

 

 

5.以上で「UPS USB Serial ボード」のセットアップは終了です。 

 

※「MacSafe」の通信ポート設定は「モデム」ポートとなります。 
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（３－５）RedHatLinux 8.0以降の場合 

1.rootでログインしてください。 

2.cp –ap /dev/ttyS0 /dev/ttyS0.old とコマンド実行し、元シリアルデバイスファイルをコピーし
ます。 

3.rm /dev/ttyS0 とコマンド実行し、シリアルデバイスファイルを削除します。 

4.ln –b /dev/ttyUSB0 /dev/ttyS0 とコマンド実行し、USBデバイスファイルとシリアルデバイス
ファイルをハードリンクをします。 

 

5. 以上で「UPS USB Serial ボード」のセットアップは終了です。 

 

 

※ttyS0以外のシリアルデバイスファイルでも設定可能です。またttyUSB0以外のUSBデバイスファイ

ルに自動的割り当てられることもありますので、UPS USB Serial ボードとコンピュータを接続した状

態で、dmesgコマンドにより割り当てられたUSBデバイスファイル名を確認します。 

Usbserial.c: PL-2303 converter now attached to ttyUSB0と表示される個所がありますので、ア

ンダーバーの名前を指定してください。 
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４．仕様一覧  

 

項 目 仕 様 

型 名 USBボード 

幅 100mm 

奥行 100mm 

高さ 25mm 

寸 

 

法 

質量 0.094kg 

消費電力 0.1W 

使用温度 0～40℃ 

使用湿度 10～80%（ただし結露なきこと） 

保管温度 -10 ～ 60℃ 

環

境

条

件 保管湿度 10 ～ 80％（ただし結露なきこと） 

 
 
●本取扱説明書に記載の会社名・製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

    ●記載されている製品の内容・仕様等は予告なく変更する場合があります。 

 

 

 * 製品に関する弊社お問合せ先 * 

 

     本社UPS営業グル－プ  川崎市中原区苅宿228       TEL 044-435-4549(直通) 

 

     秩父営業グル－プ      埼玉県秩父郡皆野町1632     TEL 0494-62-3732(直通) 

 

     大阪営業所         大阪市中央区船越町1-3-4    TEL 06-6945-0818(代表) 

                   ﾂﾘｰﾓﾝﾄ宝永 

 

 * 製品の取り扱い､故障やメンテナンスに関する弊社お問合せ先 * 

 

     皆野工場 

     UPSフィールドサービス  埼玉県秩父郡皆野町1632    TEL 0494-62-6410(直通)  
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